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 年 度 評 価 シ ー ト  

課名     文化振興課        

施設の名称 静岡科学館 指定管理者名（公財）静岡市文化振興財団 

１ 履行状況 

業務仕様書及び事業計画書に従って概ね適切に履行されている。 

（１） 維持管理業務 

 展示物をはじめ、空調設備、エレベーター、防火シャッター、券売機の保守点検、建

築基準法に基づく遊戯施設、昇降機の定期点検及び館内清掃業務について、専門知識を

有する第三者委託により実施し、各業務とも事業計画に従って適切に行われている。 

 また、監視カメラ修繕等35件の修繕を適宜実施し、来館者が安全で快適に利用できる

よう努めている。 

 その他、消防設備、機械警備及び防火対象物定期点検等、ビルの管理組合が一括して

行う保守点検業務について、管理組合と連携し適切に行われている。 

(２)  施設利用者数 

令和２年度の入館者数は76,132人(大人24,807人、小人51,325人)で、指定管理者業務

仕様書に定めた目標入館者数255,000人を178,868人下回った。新型コロナウイルス感染

症拡大に伴う臨時休館や入館者数の減少が影響し、達成率は29.86％に留まった。 

(３) 事業実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により、４月１日から５月31日までの休館に加え、

５事業が延期、９事業が中止、20事業が一部中止となったが、参加者数の調整やビデオ

会議、展示物の定期消毒など感染症対策を重ね、静岡科学館の特徴である参加体験型の

展示物の利用促進や、来館者とコミュニケーションを図り、展示物の体験方法を解説す

る他、多くの集客が期待できる企画展や各種教室、ワークショップを開催するなど、事

業計画に沿った事業の継続に努めた。また、コロナ禍による外出自粛期間に伴い、家庭

で楽しめる映像コンテンツを制作し動画配信に積極的に取り組むなど、活動の幅を広げ

る姿勢は高く評価できる。 

企画展「となりの恐竜展」では53日間で19,715人が来場した。この企画展は、恐竜の

分類や時代背景、研究の進歩によって変わってきた姿や鳥への進化、日本の恐竜発見、

恐竜の大きさや重さ比べなど、幅広く分類して紹介したほか、「企画展関連事業」として

研究者を招いての講演会や体験ワークショップを実施した。その結果、親子でワークシ

ートや発掘体験、塗り絵などを楽しめたというコメントだけではなく、最新の情報など

大人も楽しめたとのコメントが寄せられ、幅広い世代を客層に取り込むことが出来た。

また、「る・く・る de オープン・ラボ」では、静岡県内の大学の研究室と連携し、

専門性の高い知識や経験をわかりやすく市民に解説するなど、科学の研究機関の知見を

活用することができた。 

市内の児童相談所や院内学級、福祉施設に出向いて授業を支援する「移動科学館」は

新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止となったが、昨年度に引き続き、疾病



や貧困、家庭環境等により学習機会の少ない子どもに対し、科学に触れる多様な機会を

提供した。 

入館者の来場を待つだけではなく、積極的に行政や、市民団体、他施設との連携事業

に取り組む姿勢は大変評価できる。今後も様々な団体との連携事業により、科学に親し

む市民層が厚くなることに期待する。 

 主な事業の参加者数は以下のとおり 

事業名 来場者数 目標値 達成率 

サイエンスショー(全16回) 1,794人 5,200人 34.5％

わくわく科学工作(全16回) 1,817人 4,200人 43.3％

めばえのかがく(全13回) 421人 1,200人 35.1％

サイエンスフェスティバルinる・く・る(8/16) 346人 7,000人 4.9％

「となりの恐竜展」(12/19～2/23 53日間) 19,715人 65,000人 30.3％

カガクを究める！  (全８回) 700人 1,200人 58.3％

２ 市民（利用者）からの意見・要望の内容とその対応状況の評価（クレーム対応 等）

利用者からの意見・要望に対しては、概ね適切な対応がとられている。即時の対応が

困難な要望に対しても前向きに検討しており、良好な対応がなされているといえる。 

 [具体的な意見・要望と対応状況] 

 〈職員の対応等に対する意見〉 

利用者からの意見： 

  休止中の展示物があり、残念だった。 

対 応： 

新型コロナウイルス感染症拡大予防のために使用停止している展示物もあるが、再

開に向け、対策を検討していく。 

３ 市民（利用者）へのアンケートや満足度調査の状況評価 

（１） 利用者満足度調査 

事業に関するアンケート調査を実施している。満足度が「とても楽しい」「楽しい」と

回答した割合が98.6％と、市民の期待に応える事業の展開が図られていると言える。 

（２）市民アンケート 

 令和２年度に、(公財)静岡市文化振興財団が指定管理を受託する市内文化施設等で実

施した市民アンケートによると、静岡科学館の認知度は76.5％（平成31年度74.8%）、利

用度は47.9％（平成31年度51.1％）であった。依然として高い認知度を得ており、広く

施設の存在が知られているといえる。引き続き、積極的な広報活動や科学への興味・関

心を高める事業の企画を実施し、認知度や利用度を高めていくことを期待する。 

（３）その他の調査 

 施設内に投書形式の「利用者の声」を設置し、施設利用者に随時、意見・要望や施設

満足度について調査している。各項目の「満足」「やや満足」の回答率は下記のとおり。

① 職員の応対        96.6％（前年度 93.9％） 

② 清掃、整理整頓    97.1％（前年度 95.4％） 



③ 案内表示、掲示板   94.8％（前年度 93.2％） 

④ 開館日・開館時間  95.6％（前年度 93.9％） 

⑤ 空調・音響・照明等 94.4％（前年度 93.0％） 

 すべての項目において、「満足」「やや満足」と回答した人の割合が前年度以上の数値

を示している。今後もこの水準を保つために、日頃から職員一人ひとりが気持ちの良い

応対と、良好な施設環境の維持に心がけていただきたい。 

 また、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により年１回となったが、科学

館運営協議会を開催し、外部からの意見・要望を積極的に取り入れる体制が整えられて

いる。提言をもとに、より良い施設運営となるよう取り組む姿勢は評価できるものであ

り、今後の事業計画及び個々の事業計画に指摘事項等が反映されることが期待される。

４ 指定管理者の経理状況の評価 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う入館者数の減や臨時休館の影響もあり、利用料金

収入が当初予算の収入見込より下回ったが、支出の経費削減等により全体としては黒字

となった。今後も、施設の更なる利用率向上による利用料金収入等の増と、施設の効率

的な運営を期待したい。 

５ 総括的な評価（課題事項・指摘事項及びそれらの改善状況 など） 

前年度事務事故発生の有無 無 

前年度モニタリング調査における改善協議事項の有無 無 

≪新型コロナウイルス感染症への対応≫ 

 新型コロナウイルス感染症への対応については、市の要請に基づき、適切な時期から

イベント等の自粛や施設の休館等の対応が図られた。この際の利用者への周知について

は、速やかにホームページへの掲出を行う等、適切な時期・方法により行われている。

 事業については、コロナ禍を踏まえた手法を検討し、業務を実施しており、指定管理

者の創意工夫が見られた。 

管理運営全般に関しては、事業計画に従い概ね良好に実施されている。また、指定管

理者の決算収支の状況は良好である。 

施設管理については、環境維持のための各種設備諸種点検業務や館内清掃業務など 

適切に実施されている。次年度以降も、経年による施設劣化や定期点検の結果などに留

意し、適切な管理運営の継続を求める。また、各展示物に内在する特性を生かし、体験

者が想像力、創造力を働かせることによって新たな発見を促す展示体験支援を引き続き

実施するとともに、今後の展示物更新を見据え、来館者ニーズの積極的な調査を行い、

満足度の向上に努めていくことを期待する。 

ボランティアとして育成している「る・く・るナビゲーター」の活動は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、例年より規模を縮小しながらも定期的に行われた。ナビ

ゲーターの多くは自主活動やイベント前に行う研修にも積極的に参加し、ボランティア

指導者としての質を高めており、静岡科学館が人材育成に取り組んできた成果であると

評価する。 

 静岡音楽館及び静岡市美術館との３館連携事業では、静岡市美術館での「ショパン 200

年の肖像」展の開催に合わせて、ピアノの構造を学ぶ体験講座「ピアノ解体ショー ～

ピアノの中ってどんな風になってるの？～」を開催し、科学的・音楽的観点を交えた体



験活動を行った。また、「静岡市美術館連携サイエンスカフェ」事業では、「古代エジプ

ト展」の開催期間に復顔師を講師に招き、頭蓋骨から生前の顔を復元する「復顔」の研

究を、サイエンスカフェ形式でわかりやすく紹介した。科学、音楽、美術という各施設

の特徴を活かした連携事業を実施したことで、来館者が各施設を相互に行き交い、静岡

駅周辺の回遊性を生み出したことで、中心市街地のにぎわいの創出や新規の来館者の獲

得につながった。 

広報活動については、家庭で楽しめる映像コンテンツを制作し、動画配信にも積極的

に取り組んでおり、コロナ禍における新しい取組として大いに評価する。 

今後とも積極的な広報活動や、展示の工夫、市民のニーズに応じた事業の展開に期待

する。また、子どもから大人までの幅広い年齢層が楽しめる施設であることのほか、未

就学児とその保護者の利用拡大にも力を入れながら、引き続き新たな利用層の拡大に努

めてほしい。 

※事務事故が発生したとき及びモニタリングにおいて改善の指導があったときは、必ず改

善状況を記載すること。 


